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地震計の自．働起動装置の試作
岡　本　舜　一三・清　宮　勝　行

　地震によって生する概造物娠動状況を知る．二とは耐

震工学上必要な二と餐，るか地震の発生が偶発的一一あ

るために，実際には：才1な観測する二とtよ容易「ない．

やむなく人工的に構造物を振動せしむる．二とによりrl：研

究が行われているか，自然地震にょる振動の資料を欠く

この種の研究は隔靴掻濠ノ）感を禁じ得ない・

　自然地震による構造物の振動を観測する従来のゐ法は

地震計を常時運転し監視人を常駐しで記録紙を取換え．る

のであって．多額の費用を要L実際に行7－，2’Lナ．二例は少・hl

い．この困難は地震動のγヨッケを利用して地震計を起

動せしあ地震の終息とともに停止する如く装置する二と

にょ［，て避けられる力　二れについては最近舜力国でS

MAC強震計が製作さナニ．二の計器はとくに強大な地

震の観測用に設計され．内閣資源調査会において．．二れカ・

全団的な観測網の整備を勧告Lており・その実現の日元ば

防災対策上貢献すると二うが多いと思われるが，しかL

構造物について研究する場合にはある特定の構造物力強

震」囎あラ機会は少ないりで弱震程度の地震による観測も

行ワて研究資料を豊富にする．二とか必要である・このた

めには計器は少なくも1月に1回程度には発生する自然

地震の観測に適しti　t’、のなるを要し，これにはSMAC

計U．如き自働的起動装置では目的を達し得ないであろ

5．

　二の目的のために当研究室では下記の如き自働起動装

置を試作し一応の成功をおさめた装置は地震計に微少な

る鏡をつけ光源よりの反射光を光電管にうけ，地震初期

微動による鏡の角度位にょる光量の変化を電圧に変じ，

こS，i．をサイラ1・pソに入れて地震記録用ドラムを駆動す

るリ1・一を動かし，ドラムが1回転．30秒）せる後は自

働的に電流が閉じ，ドラムが停止するようにしたもので
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第　　2　　圃

　　　　　　　　第　　3　　図

　第1図は配線図，第2図は装置一式．第3園はこLに

よ．2て記録した2月28　日午前2時り棄京湾北部を震央

とする軽震の記録である．④ば地盤上Cblば当研究

所東一号館二階〔木造二階建）に設置計tt地震計ら記

録で，自働起動装置は地盤上にある地震計、．附置され，

これにより2個の地震計か同時に起動されたので島る・

　この装置は自然地震乃際の地盤と構造物．9振動ゐ関連

を明らかにするために試作したもわで，今俵装置の改善

をはかるとともに，関係者の協力を請い，なるべく数多

くの実在する土木構造物に設置して観測資料一充実．一努

力するつもりである．　ll955．3，5〕

表　紙　説　明

後退翠の光弾性応力解析，透過二層・法で後退翼ゐ

曲げ応力を求めた1．0・後縁附恨て著〔　応力4

中を生ド，前縁附棋ではカLて応ワカか侭下一f／

二とヂわかる．
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